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し て くれ た ん だけ % ぇ . 最 和 僕 は 、 まだ 無理 だ / 言 
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3 じゃ な トド 3、 人 間 q 拓 っ て 言う か . 車 探 人 
事務 所 る 中 EL た 生活 p に お Un ある 3 見せ. る 0) 
中 に キャ げ も 人 れ た ガ っ た ュ 。 
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3 で を の 、。 破 衣 今 ぶり, っ NENE す 為 ょ 、 に 

(部 て を も りう フ か らち がい. 7 話 v 最 共 回 は 特に な いら 。 


に の 


N0.3 ルカ キャン グース カテ" 作歌 
7*n >" 了 人 持病 院 ょ 5 評 先 ae 細 人 4 イ 7 | 
イ F2 が 書 す AA・ 人 人 た 2 で の 還 は を o 和信 
條 、 り シャン オ キュウ 笠 と 湾 乱 に す と (いい る 。 攻 っ 9. 
も 3 5 L0 億 回 卓 井 (ダリ % び 次 ゅ 入 
ミカ ガル まう 5 さん で て 3 て とき (3 た 。 メカ キャ ラッ グー 人 
い > ピル レップ 5 生前 、 現 化 科 放 を E 倫 の ひそ の テル ヵ ぁゃ ん 
上 覆 浮 < 夷 っ た > た 。 (か が (. そ 。 で @ 3 骨 念 > て ぃ 作 
所 も) さ サ イ し と カイ カイ F34 人 名 漠 k 菅 見 7 の 
ング が" 吾 長 4 も て へ むか >) 寺前. よく マ - と 9 て 
せ ち は た ^ か る 。 00539 


io4 と で う 廊 か うか が 2 殖 

全 世 因 和 ヤム を はかり EE? ら 5 ら う と ぐう 2/ 肝 エ か > う が かう 
上 。 竹 伯 を 対 含 2 卓 た に 51 は. 次 明か ら 倫 帆 報 に 
し ん か ん ム 共 IA 浴 人 45。 た に が 、 季 所 に と. か ラ 2 が う 
ik2 かす , イ (3 う 。 るい < が うか が ) 丈 g せ 界 - 2 大 

念 封 る ロッ 7 アナ: 委 4 息 る と 知 3。 子 ナラ Z 角 2 
税 寺 に - テ イィ は を a 代 久 な ロッ 2 テ ナ シ メリ を 利 

明 い チ 7 ん 和 旬 2 航 度 E 模 欠 ( ょ 7 と に 信 < ら 5 く で 
いな Aa た"。 濡 く チ テル (3 At- 弧 9 り > 本 6 さい 、 太 機 
一 及 ) た が そい に 7?- 茅 上 ! 


#) カ キャ ング 国 
人 
6 て ウミ ンス 39 証 放 
いと > に レッ ゥ フ 


人 
2 
に SN 
に に ) ! 


テル 5 ゃ ん 


NO.5 で 3 位 人 + 

世界 字 ふら 9 > 交 み 生 (. 対 5 43 還っ い 先 
り 洲 す 免 ム ん よ で 8。 国 唆 堂 宗 卓 た 9. 最後 
9 ウラ > イ 4 飲用 思う ウッ 国立 學 に あたる 。 そ 4 人 ゆう 9> 
国 2 すか が - 休 カイ 時 に サケ 。 に 。 (ども wa 究 カ 芸 4 
+ で も ムチ か か り 誠 人 迄 2 旧 た 5』 必 いい 物 ま E 38 倒 刺 
2 用 と ま 僅 う 。 た が か. 集 ] 近 き 衣 伯 … 諸 見 っ 3 る 。 休 か 
秋 鶴 を 知 う A た と た 卓 た る 9 信太 9 民 いい 
12 ッ 7 も 欠 生 か が も - いぶ い を Ag 1 か 
寺 か に ワウ ぅ 5> を 傍 び 直る) を (て いた ん 人 だ"。 そ いま を は で 
に 兄 う っ かり. 9 う ン も うか が ゆ の. 幼 えり 9A2 寺 テ ル ・ 昧 上 雇 ,。 
だ トト kN fw か 癌 幸生 034 を 9 て ー 
乾 よ 1! そい. エ で も ャ ー 崎 二 3. る A 條 重 E は て" 
と それ ゅ ひ う 9> 固 ェ た っ 大 。 国 は 准 浴 a 筆 < | 
を 板 う た 記 . そ で も と が 。 た 2 だ "。 だ が, 回 よ あ い いち Y の 
付か j 0 5 がい いう). は ies ャ は そま o 介 動 5 2 昌 
分 > 身 と か くし て いた っ だ 男 導 2 異 。 32 ょ 8 っ うり 
事件 』 敵 流 (に 。 


エエ < ヾ を 
ひさ ゞ ス 

宮 』 

39> 国 国 そ 


プル 5 ゃ ん 
と ミ ム 位 周 


と ぐ 5 伯 商 
NGI4 


Ne6 X カ 愛人 旬 まぐ 5 次 敷 国 
世 団 各 刀 a 尊 空 3 す あの う 9 令 押 。 今 太 多 め W 
324. だ > カー メン 財 の Afe 此 以外 に かい 。 と . 麻 
笑 宗 は 中 動 す 2。 と を 着い た い 単 に た か ・ 金 か な て 
4 ササ いと いう か が > 1 枚 A 給 外 落 か ら . で リサ > カー ナン 旅行 
と 少 (. 日 必 た て 江 動 す 2 し かい ネ a 旅 の 3 そく ら 偽 血 
ー- 大 。 電 て 車 &-ok ス に 見 かり. 回 交 部 六 包 と 
ひる 、 そ a 間 在 事 を 尋 て いた 。 を 3 と は 0 ら ず 笛 の 邦 
辺 ほ 232< 国 礎 侍 婦 2 ん 本 か 。 府 2w る 5。 そ A て 
知 3 天 だ が が 卓 た 5 - 谷 。 最後 。 放 分 ke た go 谷 
へ や かう 。 を 2 現に 鍵 癌 和 < 慌 各 か 遍 
が 3。 富 a 室 、 そこ は 9 えな が を e 音 。 緒 党 を うけ - う 
信吾 側 か 52 め 7 穴 き 抵 (、 人 ka た の 。 は 調 
て ぃ 3 と さ 3 を - ロ G 時 うか り と じ さ の 2 て (3 う 。 物 韻 
に 野 補 <#< 夫 ん 大 - 2 で ぐら 資 上 四 3. 里 た 5 か と り 
に すく 送る 。 た が 92ー て 温 納 (7、 光 も は 
欧 箕 紅 場 を 骨 償 る の う - 吐 A 秦 ょ 証 う 。 
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ドー し マン 
- 味 のみ 女 NX 
すり - 


NO9 リッ リク の る 衝 う と 

息 太 才 世 か が ・ や ヤ 尽 る トー ペル マン グ の - 若 に 
糧 め に 。 せ 』 攻 党 負 E い た 大 筆 鋼 注 征 二 問 か 
信正 ) と めす ) か と 苦 ほ 圭 5 か り て て る 。 い か いし そる wWd 
(に 名 退 (3 と いう 、 と か と 昌 太 記 到 2 方 車 ふい ) 
を 2 ゞ うぃ 造 虹 寺 を の けり. 引 報 次 り g(7w た が う 
う が ぃ に イ 介 人 TVE う 4A 昔 nw は いり . そ AE 信じ た 
卓 は の ゞ 2、9 り ミッ キ 39 駅 へ 履 む 3 届い る 2 9 は る 
る 。 ミド うか まう が かい 人 か めか り . 車 ga4 得 く . 2 フー 
ゆ 人 詩人 琲 名 く 。 そく 車 は 児 ま よう 2 ジュ ー 店 を 
ド 6 谷 す 3 ふと E )08 う 。 誇 まき た 見 友 は (5 は ・ 
汽 多 3。 午 8、 ト み 2 ェ ョ ー 市 友人 か 前 か る 。 (か し を で 
三 偽 (いた 渦 + は 市 請 2 49- た .26 オ (wt う 2 
8 に すす) か 條 込ん くに の 3 て て 発見 鍵 党 112 3 そ 
信人 いた 人 師 キル りー < く 会い は 鶴 て 。 を 、( に 所 ュ ア デア 
(3 - 史 たく 5 み と う 8 。 市 邦 で は 多胡 が 衣 腕 (た 7 ( 


し AVt う で 壮 あ AA て いた 。 問 - 芝 あら ゅ w3 が 9 る 2 時 
ーー ホー ウッ トッ フ ショ ーー 靖 提 え 5w 考 谷 っ 背 決 。 
た * が * また 欠 > イ て いた 。2 レ オト よう A カ メ う よら と 9 いた に 
チオ か り -wa き 各 っ 和久 催 愛 符 原 加 で ちと 
が 者 H、 さ w で 草 伯 っ 本 き に 商 肖 し 7 に 


ナル 5 ゃ ん 


Nos 次 調 ? く ょ シン 9 ウリ"- う 

世界 Aa 全 場 を 夫 介 4 ウツ ホー) - 叶 。 曲 9 チ か か 
2 も を さか が (いい せ 衝 9 光 物 る )- ト 圭 + そ た か め 
る 。 いか し かかり ゅ 人 得 5 ト 4> 才 年 前 学界 導 放 > 
js 連 2 部 ます て 。 ダ a 東 +( 肉 閣 洋 が 。 半生 航 
か さ を の め W、 人 生息 信 見 6 信 <- 充 史 ょ Az。 褒 電 て 


ら り まこ 3 3 奮 ィ . 卓 . 上 下 テル 、 男 読 ょ プ 。 を て 彰 環 所 うそ いて 
や いい りり ドカ ッ ウラ を り 狗 を 作 見 また . 泊 < 云い 馬 も 
え 9 ナー 二 拉 + 喝 っ け . よ 装 す 3。 レネ @ け . 受 閉 名 も) を る! た て いう りり 


ト 博 が 全 且 も を うた メリ て ぃ た 。 情 9 - 叶 に 利明 SW 
いた の に た ^ が が そう と は 放す) 用 すみ 応 が た た の . 卓 た 3 て 
ゆい ( ょ は か ん 沿い 3 うう 。 (か に ウッ ポカ 2 だ う る 仁 い . 
史 か お ぃ い 必 記 す 3 。 だ た か + 埋 + (は を a 本 剖 ( 沙 次 に 

ぁ が び 紀 分 3。- み - ま は オー ト さ ーー ルレ 貧 信 く 広 

ぃ 信夫 ょ 月 9 前 に (て い に 。 る g 仙 記 . 脱 避 ( た 中 
リマ - が か り 27 び 93。- 叶 て た か いし KaNZa 了 と 

か か た と うー に 依 ょ = に ッ た 。 


9 ひ 


N0. 多 詳 還 義史 る 

新 いい 4 究 欧 名 ちる し た 科学 者 中 < 次 4 と > 多 
魔 四 に 3 ゥ うめ らい た 。 国 麻 舗 邊 まり <- 2 提 征 で 
交 必 を な の る 衝 4 攻 ジャップ 幸 +2 莉 何 衝 エレ マ 
デック の 発 衣 4 する 。 診 放っ 。 た 狗 区 た 2 た が 
りり るー が 概算 2 7 イ 74 9 ミッ た に が 2. 不 党 に 仙人 
る 者 ちら A て は まう 。 い (か いし 側が な 獲 麻 回 の (見 っ 
いて いた か りう クウ ラン ピ ネ ャ ィ ッ ツク オン ドー 味 2 アト か 
ある と 刊 明 、 還 た うち は で 、 そ くそ る 9 ム 向う 。 條 き 現 
お た 独 謀 回 に 臣 ふ と チレ は 2 うか まる か スネ 
く 敬 ae り マ - で 盤 負う いと さ う ょ テル の 基 較 た 


eo が 所 、 獲 度 還 また が (た 。 
eS N0.10 管 屋 還 クラ ケ フ ー 

2 - を 夫 補 で 12 個 (か 人 いと いう し が る の 真 狗 

ーッ ) 272)-。 すでに 11 人 か 次 3 たか に 残り 21 個 は 
30 征 吉信 そ 是 と な , て で いた 。( か し 下 2 記 模 こ に 
光り 9212 が 見 誠 っ 欠 に の 2: とせ 科 う . 半 た 2 ゅ は 見 穫 
り に あたる 。 に が 捧 訪 容 2 盗 3W. 発信 央 と (か り < 
ぃ いた 下 か あと 邊 うう 。 (に 2 が とみ 修 に は アレ マー ん モ 
銘 ぁ 相 党 2 あり か が (33 いた 。 7 分 7 う -。 更 還 
ぁ 錠 が 3 2 と すさ 。 を くそ 現場 偶 , た 。 座 ネ . 條 そら 
徐 か 5。( また チル と 車 ま 宜 え を. 秘 錠 完 稀 2 前 2 い 
け バ えれ (よう と す 9427 の うー。 な の が ポリ マー 茂 こ 】? 


Ne1 メカ 台 還 ホリ イト ワル フ 


プル 5 ゃ ん 


| ホリ イト ルフ 


人 グ ョ 6 路 を か り の 7 茶 ま 業 ) キ 7 イト ャ 7. 提 た | 省 
は 言 任 を と うん 乱 倫 で 俗人 徹 ます お が 1 週間 っ ょ 体 u 
棋 衝 E 892. 以 移っ 提 居 は 撃 め w7。 >C- 27 ニム う いり ] キ ェ 


A 鐵 信 に 生か が か.、 そ みた に か い すう か で で こと 247 で す 人 

が っ た 、 し か (し 旧友 は 22 し 末 ょ と る 4 る 明か ら 重 

枝 を 手 w か り る 得る 3。 を てく. 了 7 シト が ある 3 と いら め W 

る 狗 佑 A 忌 か う 。 な た - が それ 9 鬼 大 を 補え WE ポー 

リマ ー が 現 ぉ る と みた すり イトウ ルレ 7 2 記 く ・ ろ クレ の プル ちゃ ん 
より 7 く ー が の る まし 1 の 2 の 攻 2 殺 只 だ た 。 先 に まで で 

た 卓 革 ん 気 席 は っ か まり . 錆 癌 に Y 和 すう) と (( ぃ た ・ 

1 が し そく A や て て すみ 9 マー。 
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NO も りり メカ マッ 


新 還 外人 諸表 き 衝 有 有 雪 っ 凌 っ : 誠 務 いし 
L リ 7 カマ ィ ン 負 人 送検 を っ うく 9 ま そう と 33 上 リ メ カ 
マッ -』 ネ を 。 理 4 8 り . 44 で 2 ぇ キー- 博 は と る っ り . 昌 根 
み は え う 人 問 ま 2<3 ヾ と で 例 功 し た と = ネム 自 執 
を ながし. が と り に な る 。 まん ま て いひ, が か) た 上り カッ 
は . 旧 と 詳 授 43. 下 と テル が そ の あと と 邊 うう)。 ア = 
ト A あま v*, た トリ メカ マッ 3 3, る て ト 上 9 メガ ッッ 役人 立 
機 2 放 中 か か る が 再 4 ウ ソ が ば レ . 婦 た トリ メー ブル 5 ゃ ん 
カマ ン i3 卓 を サル ド に 改 門 (は) と する 。 いか (. そ SA 
0YWS。 あみ 上) 


の 。 NO.5 1 *2 お は * う 祭 

こん あお ば う ! 和 プ ョ ウー 放 as g 請 を 角 ) が は 2 錯 jA8 (で 
Ne 人 り 3 アラ ァ と いい a 酔 本 と 狗 て いな 。 そ a 軸 理事 者 本 
A 家 ぶ 人 2 提 合 評 、 か 迷い た 。 か は "3 媒 。 き 骨 含 と 

(て いた 還 ゅ 4 但 代 . そ 2 の 変 見 連絡 先 。 博 吉 
す 3 。 2 あい 信 か 太 た 武 2 劉 更 所 A 人 局 か う 。 

し か い 3 で い デ アル ム 3 覚 残し 欠い 
た 。 みう 生ま 2 明り 者 た っ に さ o ゅ 9?- 
"助け り を 水 め くい た の 人 S*、- ろ . ア 2) 了 ア が 1 い の 樽 本 と 
北 み 示 ( た か の 3 媒 り . か っ 7. ア う ) ァ ケ - い 2 棒 を も 
昌 カ こう py た 了 アナ ホン 過 。 復 棚 ( ょ よう) と. を 2 移 思 民 
と (て いた 。 に を さ に 現 わ や 3 まり マー。 鐘 ま 
。 3 ぃ w 3) 更 り 万 ーッ 。 9 紀 . ポ リマ - の 机 に 抑 が が 
、Y 。 、 き い 残 Uk Pe を 、 と いう 8 和 か. うか 本 
め 。  。 体 か 了 アド あい と て がめ か り . み は 3 公 と た か (た 。 
。 人 反 27 か 5n で アア ケル は 上 蝶 - 衝 2 うそ と うた 。 


) ュ の ん M 

N0.4 ちゅ) 5 ゅ 9 う 大 で E 削 
欠 地 て 深み を は た うく 出す か 還 に 生 旋 は 械 も 相 まい 
くい た 。 ま KK、25 年 前 世間 と さめ が (で くい た ドド 7 える ミ 
が 所 (7 くす 3 と ぃ いう)。 武 と 卓 は 度 差 1( に か えぐ 
くに 基き . ネ < ミ 還 ム 今 が かかり 得 ょ ) と する 。 うん は 
偶 伏 を かな ミ 国 2 アデ ト 2 6 い りさ ん に は う 。 そ さく" ド 
7 えた ミ 5 えさ 国 と 27 よ トル 久 股 か う 子 先 よ あ 3 胃 全 3 
野草 っ 約 灯 3 さと に な, て は う 。 を (ドナ を た ミ 9 党 
選 。 香代 た ぶり (9 か に 衝 ん か すい 昌和 を 2 すめ 
おり 、 ま くす と うか ま は 3 。 その 韻 | ネス ー ミ NN は 本 物 a 告 
を 笑み 選 い し 送 示 8。 た が . ミ 2 前 に づつ? マー 記 現 ブル 2 ろ ゃ ん 


めい た 。 
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N0.!5 覆 約 名 下條 カテ アー | レ 
せ 衝 す 2 生 者 計 あ っ 2 ま 朋 基 迄 る 華 い 、 生 


肥 雄 を 匠 3) と する ピカ デー ル ・ ネ っ 思 た F 人 0 が 
り ?- に 考 件 前 汰 Ys < 交 $ 衝 み . 芝 く 会 
虎 - 三 . て いた 。 す 3 と. 和子 時 誠人 々 才 導 か 現 あ も %. ふ に * カ ザーIL の す ょ 
2 アッ ト と い ) - 見 . ちゃ 2 ゲ ザ ヘ ルナ テット EE 専 い 人 与 ん て い て 。 


る MK を か ぶた 利 だ 東和 よう スー 員 均 と の る と 東 は ー- 
よう 2- ご 琶 身 (て は ょ た 。 そ (すう 9 て -ーE3( あ 2 あき 
Ce カ ガール ち た ます 大 活躍 よい て いた 。 さ 、 い へ に B ま 3 


3 上 。 族 Eu た っ だ 。 MC 蘭 ( あたい ば サウ 見 周 

< 券 < は な が た て 思い 、 そ A ケモ か たり. 年 定 料 、 

ば 加 先 串 TA 委 う 。s* が 間 は 舞 麹 中 に あい 、 ま だ 【 1 5 ま 
く #. 和 す 件 まり てく - ド す 7 礎 が 3w 人 な 。 PID 、 破 藤 人 


っ Nu ホ う マー アア テル ちゃ ん 

N0.16 間 い 画 層 人 Ce- ラ う カ ンス 
ぶ いと 2 が と 間 
2 7 ま 吉 裕和 衣 を 業 きき 中 規 E 信 ,。/ り まる 3 Cー う 


こう 7 ンス 。 カ > たま TE が ま の * 診 o 全 現 50 て と 

AX。 24 コ ーッ ナラ 92 こす か 糧 も 管 い 4 な う 。 
卓 . 芯 1. プル も コー ルル ララ ララ > す へ 記 うがい 9 で 中 
た テレ は 、 上 2 カ 7> ん ーー 吐 に 納 え うろ 。7 レ も 気 : 入 た 
テー う カ > ス ム 店 ん は テ ut 帝 に す 3 いう 。 そ し て コール 
シッ シュ 3 向谷 に む か) "に ー ラ ヵ ぁ > 4 。 臣 と 車 が の 
フッ うう は た どり リッ 2 いた て も る 9 す に 人 朋 補 と ち 。 た 。 
武 は ポリマ ー ド 戦 見 、"- う が カ た メー 叶 まう 55 す 。1 半 
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テル る 設 人 邊 し た < 


No いり 7 護 和 2 税 科 党 
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オル が ー メ ゥ テ v 閉 94 衣 を 補 ぃ 人 + & 将 た . 黄 kg1A 
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むる て 登 備 ふ あたる 。 い か し 車 ナン か ら まく ま と 
E ん a き ょ 者 AA て は う 。 卓 2 に と に 怒る 3 見 遍 が 
ポリ 2- か が 押え た えん す ば ん の トト が 夏 事 て っ 、 く と 
か が りら 一 中 2 アミ ト が 充 い で あ 3 て にらみ 誠信 2。 
た が そう ( ぃ 苑 玉 中 ga な とら う 。 3 て 公 5g 條 
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社 統 sm2 ウィ 2 アイム, た が ネ 2 72 アト も びり 
マー あえ な < 路上 式 た 。 
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N0.23 溢 友 謙 ん り オ トン (* 

を 4 礁 す 】 恋 夫 所 や 原 カ 40 和 7E 地 う 94 
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9 さい N@ や で は 、 : は いる 2 っ s 摘 束 秒 。 そ ( て 條 3ja 攻 た 。 た ・ か が * 現 
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蛋 さ 拓 誠 まる 設計 3 車 に た る ち 。 い 4(、 衣 o 馬 和 と 信 ま いな け 
Wi す て と あえ た - 富 謙 其 叱 内 いで ま 授 し 貞 の - 款 え 93. 女 
UN ね か 2 いし ー サ ー% 筆 か せま 3。 を 4 とき. 吉 と は すり ん ト 
ょ ゅ た えも) て . 8 計る あり られ 及 。 う に 東 そ か みん な の 前 て 到 身 し た 。 中 
営 sE ょ そい 造 か ヵ 必 E ケタ (に か (た すず" リマ Y マ ー。 正 件 4 者 。 た 貝 +a 符 
過 は 前 と た 2 が い 。 は た (て いい で の めで な ( で (し? で の 't な 。 
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し Z. ピラ ッ ヶ そめ 3 あれ 台 休 
ヶ ギ 名 久 ぞ か 人 た 。 
ヶ 水 ! が 礁 条 機 セ 

RIL ト 上 まわ 3 は. あれ が 4 
SC ま か た .R 川 な 広 到 の 
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に な っ ちっ たり) [7 7 も お も 【3 
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